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意
見
書
審
議

■
道
路
特
定
財
源
の
堅
持

　

に
関
す
る
意
見
書
の
提

　

出
に
つ
い
て

【
提
案
者
】

�　

�
矢
ヶ
崎 

紀
男  

議
員

【
賛
成
者
】

�　

�

篠
平　

 
良
平  

議
員

�　

向
山　

 
正
一  

議
員

�　

福
島　

 

主
計  
議
員

一問一答方式での一般質問

商工会との懇談会

●条例審査

総務文教常任委員会総務文教常任委員会委員会
活動から

●条例審査

条

例

審

査

■
辰
野
町
印
鑑
の
登
録

　

及
び
証
明
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
に
つ
い
て

役場の自動交付機

商工会との懇談会

�　

十
二
月
定
例
議
会
で
は
、
条

例
案
と
し
て
辰
野
町
印
鑑
の
登

録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
、
し
だ
れ
栗
森
林
公

園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
な
ど
３
件
、

予
算
案
と
し
て
18
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
９
件
、
そ
の

他
３
件
の
合
計
15
議
案
を
可
決

し
ま
し
た
。

　

請
願
１
件
、
陳
情
４
件
が
提

出
さ
れ
、
４
件
を
採
択
、
１
件

を
不
採
択
と
し
、
意
見
書
４
件

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
十
二
月
議
会

で
試
行
的
に
「
対
面
・
一
問
一

答
方
式
」
で
行
わ
れ
、
16
名
が

積
極
的
に
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

　

こ
の
新
し
い
方
式
に
、
質
問

す
る
議
員
も
答
弁
す
る
町
側
に

も
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、

傍
聴
者
や
町
民
の
方
々
か
ら
は
、

わ
か
り
や
す
く
良
か
っ
た
と
の

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
一
般
質
問
も
こ

の
方
式
で
行
う
方
向
で
、
質
問

内
容
の
事
前
調
査
・
準
備
を
十

分
に
し
、
質
問
の
仕
方
を
工
夫
・

改
善
し
て
、
一
層
の
充
実
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

十
二
月
定
例
会

一
般
質
問
を
対
面
・
一
問
一
答
方
式
で

一
月
臨
時
議
会

議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
提
出

１
道
路
整
備
が
地
方
の
生
活

に
直
結
し
て
い
る
こ
と
の

重
要
性
を
深
く
認
識
さ
れ
、

道
路
特
定
財
源
制
度
を
今

後
と
も
堅
持
す
る
と
と
も
に
、

地
方
に
重
点
配
分
す
る
こ
と
。

２
万
が
一
、
一
般
財
源
化
す

る
場
合
は
、
現
行
の
暫
定

税
率
を
廃
止
し
て
、
本
則

の
税
率
に
戻
す
こ
と
。

３
当
地
域
の
生
活
重
要
路
線

で
あ
る
国
道
１
５
３
号
宮

所
徳
本
水
改
良
事
業
を
着

実
に
整
備
し
て
い
く
上
で

道
路
関
係
の
補
助
金
、
交

付
金
制
度
は
き
わ
め
て
有

効
で
あ
り
、
こ
れ
を
堅
持

す
る
こ
と
。

道
路
特
定
財
源
の

堅
持
に
関
す
る
意

見
書

　

一
月
臨
時
議
会
で
は
、
災
害

復
旧
費
な
ど
の
一
般
会
計
補
正

予
算
１
件
、
議
員
発
議
に
よ
る

意
見
書
１
件
の
２
議
案
を
可
決

し
ま
し
た
。

　

県
、
町
に
お
い
て
は
、
国
道

等
の
主
要
幹
線
道
路
の
改
良
促

進
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

政
府
は
「
道
路
特
定
財
源
の
見

直
し
に
関
す
る
基
本
方
針
」
で

道
路
特
定
財
源
を
一
般
財
源
化

す
る
方
針
を
決
め
た
。
道
路
整

備
を
緊
急
か
つ
計
画
的
に
行
う

た
め
に
は
、
道
路
特
定
財
源
の

確
保
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

受
益
者
負
担
の
原
則
か
ら
も
道

路
整
備
に
充
当
す
べ
き
で
あ
る
。

地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
と
活
力

あ
る
社
会
、
安
心
で
き
る
暮
ら

し
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
道

路
網
の
整
備
を
強
力
に
推
進
す

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

道
路
特
定
財
源
制
度
を
堅
持
す

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
で
す
。

　

本
会
議
の
討
論
で
は
、
２
名

の
議
員
が
賛
成
意
見
、
３
名
の

議
員
が
反
対
意
見
を
述
べ
、
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
（
13
名
）

で
可
決
し
、
意
見
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

　

 

賛
成
討
論

　

辰
野
町
を
始
め
地
方
の
道
路

整
備
は
十
分
で
な
く
、
道
路
整

備
費
の
確
保
が
重
要
で
あ
り
、

一
般
財
源
化
は
自
治
体
に
大
き

な
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

道
路
特
定
財
源
を
道
路
建
設

や
道
路
維
持
費
以
外
へ
拡
大
す

る
こ
と
は
、
受
益
者
負
担
の
原

　
則
か
ら
問
題
で
あ
る
。社
会
保
障
、

福
祉
は
国
民
誰
も
が
平
等
に
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
べ
き
で
あ
り
、

そ
れ
を
自
動
車
利
用
者
が
負
担

す
る
こ
と
は
道
理
に
あ
わ
な
い
。

　

財
源
が
余
る
の
で
あ
れ
ば
、

利
用
者
の
負
担
を
軽
減
し
て
約

２
倍
に
な
っ
て
い
る
暫
定
税
率

を
元
に
戻
す
べ
き
で
あ
る
。

　

長
野
県
町
村
議
長
会
や
上
伊

那
の
市
町
村
議
会
で
も
道
路
特

定
財
源
の
堅
持
に
つ
い
て
意
見

書
を
提
出
し
て
い
る
の
で
、
辰

野
町
議
会
も
足
並
み
を
揃
え
て

意
見
書
を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
。

　

 

反
対
討
論

　

道
路
の
整
備
、
特
に
辰
野
町

で
は
国
道
１
５
３
号
の
改
良
促

進
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、
道
路

特
定
財
源
制
度
を
堅
持
す
る
と

い
う
趣
旨
に
は
賛
同
で
き
な
い
。

　

行
財
政
改
革
の
中
で
、
生
活

に
密
着
し
た
道
路
整
備
予
算
は

削
減
さ
れ
、
特
定
財
源
が
余
り
、

本
四
公
団
の
債
務
処
理
な
ど
道

路
以
外
に
使
わ
れ
て
い
る
。
一

般
財
源
化
に
よ
り
、
社
会
保
障
・

福
祉
、
生
活
道
路
整
備
な
ど
地

方
交
付
税
増
額
の
財
源
と
し
て

活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

　

使
い
道
が
限
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
税
収
が
増
え
た
分
だ
け

無
駄
な
道
路
を
造
る
。
無
駄
な

公
共
投
資
は
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　　

町
で
は
、
企
業
立
町
を
め
ざ

し
て
企
業
誘
致
を
進
め
て
成
果

を
上
げ
て
お
り
、
権
兵
衛
ト
ン

ネ
ル
開
通
に
期
待
も
寄
せ
ら
れ

　
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
の
商
業
、

観
光
、
農
林
業
に
お
い
て
も
新

た
な
視
点
で
振
興
を
図
り
町
を

活
性
化
さ
せ
る
目
的
で
、
商
工

会
と
議
会
、
町
産
業
振
興
課
と

の
懇
談
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
道
路
問
題
、

中
心
市
街
地
活
性
化
、
地
域
自

然
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、

少
子
高
齢
化
、
町
内
企
業
の
育

成
な
ど
、
多
く
の
問
題
提
起
が

さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
て
の
意
見
交
換
で
あ
り
、

課
題
も
幅
広
く
多
岐
に
わ
た
る

こ
と
か
ら
、
的
を
絞
り
回
数
も

増
や
し
て
継
続
的
に
懇
談
会
を

開
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
意
見

が
多
く
、
町
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
議
論
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　　

本
条
例
は
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）

に
印
鑑
登
録
証
の
機
能
を
持

た
せ
、
併
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
住
基
カ
ー
ド
の
普
及
率

及
び
利
用
促
進
に
努
め
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
窓
口

事
務
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
い

と
し
た
も
の
で
す
。

　

住
基
カ
ー
ド
の
上
伊
那
で

の
自
治
体
別
普
及
率
は
、
印

鑑
登
録
証
と
住
基
カ
ー
ド
の

併
用
を
取
り
入
れ
て
い
る
箕

輪
町
で
は
12
・
76
％
、
伊
那

市
は
12
・
62
％
と
高
く
、
こ

れ
に
比
較
し
て
辰
野
町
で
は

１
・
８
％
と
低
い
水
準
に
留

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

上
伊
那
管
内
５
箇
所
に
あ

る
自
動
交
付
機
で
、
戸
籍
、

所
得
、
納
税
、
資
産
、
軽
自

動
車
税
、
印
鑑
の
各
証
明
書

と
住
民
票
の
発
行
が
、
朝
７

時
か
ら
夜
８
時
ま
で
閉
庁
時

に
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、

利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。

　

外
国
人
の
印
鑑
登
録
証
や

従
来
の
印
鑑
登
録
証
も
そ
の

ま
ま
利
用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
小
野
、
川
島
支
所

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
っ
て

い
な
い
た
め
、
従
来
ど
お
り

の
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　

委
員
会
審
議
で
は
、
自
動

交
付
機
の
利
用
率
向
上
を
図

る
た
め
、
何
時
で
も
簡
単
に

各
種
証
明
書
が
入
手
で
き
る

便
利
な
住
基
カ
ー
ド
を
、
わ

か
り
易
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
で
広
報
す
る
こ
と
を
要
望

し
て
、
全
員
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

商
工
会
役
員
と
の
懇
談
会
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条

例

審

査

陳

情

審

査

■
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療

　

広
域
連
合
の
設
置
に
つ
い
て

【
提
出
者
】

�　

上
伊
那
社
会
保
障
推
進
協
議
会

�　

会
長　

今
井  

秀
男

■
療
養
病
床
の
廃
止
・
削

　

減
と
患
者
負
担
増
の
中

　

止
等
を
求
め
る
陳
情

【
提
出
者
】

�　

長
野
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

�　

執
行
委
員
長　

渡
辺  

信

■
安
全
・
安
心
の
医
療
と

　

看
護
の
実
現
を
求
め
る

　

陳
情

１
国
に
お
い
て
は
、
高
齢
者

が
地
域
で
安
心
し
て
療
養

で
き
る
施
設
や
ベ
ッ
ド
を

十
分
に
確
保
し
、
高
齢
者

の
患
者
負
担
を
軽
減
し
、

リ
ハ
ビ
リ
の
日
数
制
限
を

撤
廃
し
、
個
々
の
患
者
の

必
要
性
に
応
じ
て
行
え
る

よ
う
に
す
る
等
、
国
民
誰

も
が
安
心
で
き
る
医
療
制

度
を
堅
持
す
る
よ
う
、
制

度
を
早
期
に
見
直
す
こ
と

を
強
く
要
請
す
る
。

療
養
病
床
の
廃
止
・
削

減
と
患
者
負
担
増
の
中

止
を
求
め
る
意
見
書

　　

「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保

に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
に

よ
り
、
い
ま
ま
で
の
老
人
保

健
制
度
が
新
た
な
医
療
制
度

で
あ
る
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
移
行
す
る
こ
と
か
ら
、

す
べ
て
の
市
町
村
が
加
入
し

て
事
務
を
行
う
た
め
の
広
域

連
合
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

　

審
議
で
は
、
高
齢
者
の
負

担
増
の
法
律
で
あ
り
、
前
向

き
に
賛
成
で
き
な
い
と
の
意

見
や
、
こ
れ
か
ら
弊
害
が
出

て
く
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、

情
報
公
開
の
徹
底
や
市
町
村

議
会
へ
の
報
告
義
務
、
後
期

高
齢
者
（
75
歳
以
上
）
で
あ

る
被
保
険
者
の
意
見
の
反
映

が
で
き
る
運
営
協
議
会
等
を

設
置
す
る
よ
う
要
望
し
た
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

広
域
連
合
を
準
備
期
間
も

含
め
平
成
19
年
４
月
か
ら
運

用
す
る
た
め
に
は
、
地
方
自

治
法
に
よ
り
、
年
度
内
に
県

下
の
す
べ
て
の
市
町
村
の
議

決
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

採
決
の
結
果
、
全
員
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

医
療
制
度
改
革
関
連
法
に

よ
る
、
療
養
病
床
の
廃
止
・

削
減
、
高
齢
者
の
患
者
負
担

増
、
リ
ハ
ビ
リ
日
数
制
限
の

中
止
を
求
め
、
医
療
・
介
護

の
環
境
整
備
・
拡
充
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　

通
常
国
会
で
成
立
し
た
医

療
制
度
改
革
関
連
法
に
は
、

入
所
介
護
や
入
院
を
担
っ
て

い
る
38
万
床
の
療
養
病
床
を

大
幅
削
減
し
、
５
年
後
ま
で

に
介
護
保
険
療
養
病
床
は
廃

止
、
医
療
療
養
病
床
は
15
万

床
に
す
る
療
養
病
床
の
再
編

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

政
府
は
、
削
減
す
る
23
万
床

で
療
養
し
て
い
る
人
々
を
介

護
施
設
や
在
宅
に
移
す
と
し

て
い
ま
す
が
、
現
在
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者

は
全
国
で
38
万
人
、
上
伊
那

広
域
で
も
４
７
０
人
の
待
機

者
で
あ
り
、
高
齢
者
が
安
心

し
て
地
域
で
療
養
で
き
る
よ

う
国
の
方
向
転
換
を
望
む
意

見
が
委
員
か
ら
多
く
出
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
齢
化
の
進
行
と

と
も
に
、
高
齢
者
だ
け
の
世

帯
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
中
、
高
齢
者
の
患
者

負
担
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
不
安
が
増
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
リ
ハ
ビ
リ
に
つ

い
て
も
、
診
療
報
酬
改
定
で

リ
ハ
ビ
リ
日
数
制
限
を
実
施

さ
れ
、
各
地
の
病
院
な
ど
で

リ
ハ
ビ
リ
中
断
者
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

老
後
の
安
心
を
奪
う
医
療

政
策
を
中
止
し
、
高
齢
者
の

患
者
負
担
増
を
止
め
、
医
療
・

介
護
の
環
境
整
備
・
拡
充
を

進
め
る
べ
き
と
し
て
、
全
員

一
致
で
採
択
と
し
、
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

　　

医
師
や
看
護
師
の
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

人
員
確
保
と
予
算
の
拡
充
を

求
め
る
陳
情
で
す
。

　

長
野
県
下
の
医
師
不
足
の

状
況
は
、
松
本
市
周
辺
地
域

以
外
は
深
刻
と
な
っ
て
い
て
、

診
療
科
や
病
床

を
縮
小
・
閉
鎖

す
る
病
院
が
続

出
し
て
社
会
問

題
と
な
っ
て
お
り
、

辰
野
病
院
も
同

様
な
状
況
で
あ

り
ま
す
。
医
師

不
足
と
合
わ
せ

看
護
師
の
不
足

も
深
刻
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
国

が
社
会
保
障
費

を
低
く
抑
え
、

医
師
・
看
護
師

の
人
数
が
少
な
く
、

仕
事
も
過
酷
に

な
っ
て
い
る
た

め
で
あ
り
ま
す
。

　

県
下
で
の
医

師
不
足
は
、
地

方
の
中
小
病
院

か
ら
拠
点
病
院
へ
の
医
師
・

看
護
師
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、

都
市
部
へ
の
集
中
化
が
原
因

で
も
あ
り
ま
す
。

　

患
者
が
遠
方
の
病
院
で
な

く
地
元
の
病
院
で
、
安
全
・

安
心
な
医
療
と
看
護
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
医
療
法
や
診

療
報
酬
な
ど
で
決
め
ら
れ
て

い
る
人
員
配
置
基
準
を
改
善

し
て
、
地
域
の
中
小
基
幹
病

院
に
も
配
慮
し
、
医
師
・
看

護
師
を
増
や
す
施
策
が
不
可

欠
で
あ
る
と
し
て
、
全
員
一

致
で
採
択
と
し
、
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　

ト
ン
ネ
ル
工
事
に
お
け
る

じ
ん
肺
被
害
の
抜
本
的
な
対

策
を
求
め
る
陳
情
で
す
。

　

昭
和
58
年
に
改
正
じ
ん
肺

法
が
施
行
さ
れ
、
適
正
な
予

防
及
び
健
康
管
理
そ
の
他
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
定

め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
今

だ
に
ト
ン
ネ
ル
建
設
工
事
な

ど
に
よ
る
じ
ん
肺
被
害
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
一
日
も
早

く
国
の
責
任
で
労
働
者
の
安

定
を
保
証
で
き
る
労
働
法
の

改
正
が
必
要
で
あ
り
、
職
業

病
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
は
、

事
業
所
ま
た
は
企
業
と
し
て

の
労
働
安
全
衛
生
法
上
の
問

題
で
も
あ
り
ま
す
。
今
ま
で

の
作
業
環
境
が
完
全
な
ら
、

じ
ん
肺
患
者
が
多
発
し
な
い

は
ず
で
あ
り
、
今
も
っ
て
患

者
が
多
い
の
は
、
ま
だ
改
善

す
る
点
が
あ
る
と
の
意
見
で
、

全
員
一
致
で
採
択
し
、
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

中
国
に
お
け
る
法
輪
功
学

習
者
の
肝
臓
摘
出
・
移
植
疑

惑
の
解
明
及
び
実
態
調
査
と
、

日
本
国
内
で
の
中
国
臓
器
移

植
の
実
態
調
査
を
厚
生
労
働

省
等
の
関
連
諸
機
関
に
要
請

す
る
よ
う
に
と
の
陳
情
で
す
。

　

陳
情
団
体
と
陳
情
内
容
に

つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
り
、
ま
た
、
町
及
び

議
会
が
判
断
し
難
い
内
容
で

あ
る
た
め
、
全
員
一
致
で
不

採
択
と
し
ま
し
た
。

【
訂
正
と
お
詫
び
】

　

前
第
23
号
の
５
頁
「
老
人

保
健
医
療
会
計
」
で
年
間
平

均
給
付
額
が
６
２
１
万
円
と

あ
る
の
は
６
２
万
１
千
円
の

誤
り
で
し
た
。

　

訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。

【
提
出
者
】

�　

全
国
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
根
絶
長
野
原
告
団

�　

団
長　

黒
田  

敬

■
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
根
絶

　

の
抜
本
的
な
対
策
を
求

　

め
る
陳
情

■
中
国
に
お
け
る
法
輪
功
学

　

習
者
の
臓
器
摘
出
の
実
態

　

調
査
を
求
め
る
陳
情

１
国
は
、
医
師
の
緊
急
配
置

お
よ
び
医
師
派
遣
の
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
。

２
医
師
の
養
成
数
を
抜
本
的

に
増
や
す
と
と
も
に
、医
師
・

看
護
師
の
配
置
基
準
を
引

き
上
げ
、地
域
へ
の
定
着
の

た
め
の
施
策
を
進
め
る
こ
と
。

安
全
・
安
心
の
医

療
と
看
護
の
実
現

を
求
め
る
意
見
書

１
ト
ン
ネ
ル
建
設
工
事
に
お

い
て
、
定
期
的
な
粉
じ
ん

測
定
及
び
測
定
結
果
の
評

価
を
義
務
付
け
る
こ
と
。

２
ト
ン
ネ
ル
建
設
工
事
に
お

い
て
、
坑
内
労
働
者
が
粉

じ
ん
に
暴
露
さ
れ
る
時
間

を
短
縮
・
規
制
す
る
こ
と
。

３
公
共
工
事
に
よ
っ
て
発
生

す
る
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
被

害
者
の
早
期
救
済
を
図
る

た
め
、「
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺

補
償
基
金
制
度
」
を
早
急

に
創
設
す
る
こ
と
。

ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
根

絶
の
抜
本
的
な
対
策

を
求
め
る
意
見
書

【
提
出
者
】

�　

日
本
法
輪
大
法
学
会

�　

代
表　

鶴
薗  
雅
章



上島　十一面観音

【
提
出
者
】

�　

上
伊
那
農
民
組
合

�　

組
合
長　

竹
上  

一
彦

　

紹
介
議
員　

桜
井  

は
る
み

6議会だより

  　

請
願
者
で
あ
る
上
伊
那
農

民
組
合
は
専
業
農
家
に
よ
り

設
立
さ
れ
た
組
合
で
、
米
の

産
直
販
売
を
行
う
と
と
も
に
、

最
近
は
「
白
毛
も
ち
」
な
ど

も
販
売
し
て
い
る
組
合
で
あ

り
ま
す
。

　

新
た
に
始
ま
っ
た
国
の
品

目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
は
、

現
状
の
ま
ま
で
は
、
小
規
模

農
家
の
多
く
が
切
り
捨
て
ら

れ
て
し
ま
う
結
果
と
な
る
こ

と
、
長
野
県
で
転
作
作
物
と

し
て
最
も
栽
培
が
さ
れ
て
い

る
ソ
バ
が
支
援
品
目
に
な
っ

て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

対
策
を
講
じ
て
欲
し
い
と
の

請
願
で
す
。

　

国
は
、
19
年
産
作
物
か
ら

は
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
担

い
手
に
対
象
を
限
定
し
、
品

目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
に

転
換
す
る
こ
と
と
な
り
、
秋

蒔
き
麦
以
外
は
認
定
農
業
者

や
集
落
営
農
組
織
を
６
月
30

日
ま
で
に
申
請
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

米
が
主
で
あ
る
辰
野
町
で

は
飯
米
農
家
が
大
半
を
占
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
出
荷
農

家
で
希
望
す
る
農
家
全
員
が

参
加
で
き
る
制
度
が
望
ま
れ

ま
す
。

　

今
回
の
対
策
で
除
外
さ
れ

て
い
る
ソ
バ
は
、
辰
野
町
に

お
い
て
は
約
43
ha
栽
培
さ
れ

て
お
り
、
ソ
バ
を
含
め
る
よ

う
要
望
し
て
い
く
べ
き
で
あ

り
ま
す
。

　

委
員
会
審
査
で
は
、
「
今

の
政
府
の
や
り
方
で
は
日
本

的
農
業
は
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま

う
」
、
「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
米
国
の

国
策
で
や
っ
て
い
る
。
政
府

は
日
本
農
業
を
守
る
た
め
も

っ
と
し
っ
か
り
や
っ
て
欲
し

い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
一
致

に
て
採
択
と
し
、
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　　

委
員
会
で
は
、
権
兵
衛
ト

ン
ネ
ル
開
通
に
対
応
し
た
町

の
観
光
の
推
進
を
図
る
目
的

で
、
観
光
事
業
の
現
状
や
町

内
の
観
光
資
源
を
再
認
識
す

る
た
め
、
研
修
と
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

　

上
伊
那
地
方
事
務
所
の
観

光
行
政
の
担
当
者
を
招
き
、

県
の
観
光
へ
の
取
り
組
み
や

上
伊
那
地
区
の
観
光
の
現
状

の
説
明
を
受
け
研
修
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
町
内
の
指
定
文
化

財
で
あ
る
木
地
師
の
墓
、
浦

の
沢
の
ト
チ
ノ
キ
、
瑞
光
寺
、

熊
野
神
社
（
以
上
川
島
）
、

十
一
面
観
音
（
上
島
）
、
天

竜
界
の
ケ
ヤ
キ
、
見
宗
寺
山

門
、
御
社
宮
司
古
墳
石
室
跡

（
以
上
平
出
）
を
町
の
教
育

委
員
会
・
観
光
係
職
員
の
説

明
を
受
け
視
察
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
文
化
財
な
ど
を
観
光

に
結
び
つ
け
、
町
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
、
引
き
続

き
議
会
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

（6）第24号2007年２月

経済建設常任委員会経済建設常任委員会委員会
活動から

■
「
品
目
横
断
的
経
営
安　

　

定
対
策
」
と
米
価
下
落

　

対
策
に
か
か
わ
る
請
願

請

願

審

査

現

場

視

察

１
「
品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
」
の
要
件
を
抜
本
的

に
見
直
し
、
意
欲
あ
る
す

べ
て
の
農
家
を
対
象
に
価

格
保
障
を
基
本
に
し
た
経

営
安
定
対
策
を
実
現
す
る

こ
と
。

　
　

品
目
横
断
対
策
の
支
援

品
目
に
、
そ
ば
な
ど
「
地

域
の
特
産
品
」
を
加
え
る

こ
と
。

２
規
模
の
大
小
を
基
準
に
す

る
の
で
は
な
く
、
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
た
多
様
な

担
い
手
を
確
保
す
る
た
め

の
施
策
を
強
め
る
こ
と
。

３
米
価
下
落
対
策
を
講
じ
る

こ
と
。

「
品
目
横
断
的
経

営
安
定
対
策
」
と

米
価
下
落
対
策
に

か
か
わ
る
意
見
書

●請願審査

�●現場視察�


